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提案書 様式①－２）             

協働の機会提案書（継続提案用） 

令和元年 9月 14 日  

 

印西市長         様 

 

（登録者）登録番号   23―003 

                      名 称  NPO 法人谷田武西の原っぱと森の会 
                      所在地 印西市小倉台 3-1-1-406 
                      代表者職氏名 理事長 矢野眞理   ㊞ 
                      連絡先 白井市大山口 2-4-6-503 
                                                    電話 080-5087-7235 

 

 企画提案型協働事業を、下記のとおり提案します。 

提案事業名 武西の里山 保全と調査事業 

現状・課題 

（前年度の実施を踏

まえた課題） 

約10年にわたって続けてきた当会の調査により、植物や昆虫それにつなが

る動物、また両生類などの生息実態が鮮明になってきました。その結果、どの

時期にどこをどのように草刈りや外来種除去をすれば、生物多様性を維持し

育むことになるのかが分かってきました。 

また、これまで１年以上にわたる印西市との協働により、草刈り作業を以前

よりも効率的に広く行うことができるようになり、クズやセイタカアワダチソウ、

ササ、ススキなどが繁茂してしまったエリアを、在来の植物が芽吹きやすい環

境に戻すことがかなりできました。 

昔、人と生き物が共生していた里山は、人の生活様式の変化に伴い、里山

と人のかかわりが薄くなり、里山の自然環境はあちこちで消滅しかけていま

す。今、里山の環境を守る保全活動は、なくてはならないものなのです。協働

事業を通して得た経験を積み上げ、その結果を生かして、多様性を守る管理

方法やルールを作り、市民が参加しやすい保全方法を確立する必要がありま

す。 

また、今後、人が入ることのリスクを最小限にとどめ、自然との共生につな

げていくか、どのようにグリーンインフラとして地域の環境に利する活用計画を

作っていけるかという課題があります。 

提案理由 

印西市との協働事業を１年以上続けたことで、武西の里山の保全や調査に

ついて、意思疎通、作業協力が十分にできるようになりました。里山を保全す

るための課題を解決していくには、さらに協働した保全と調査を積む必要があ

ります。経験や課題を市と共有しながら事業を進めていきたいと考え、協働事

業の継続を提案します。 
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提案内容 

（前年度の実施を踏

まえた改善内容） 

一、保全事業 

１．保全作業 

１）草地の草刈り 

２）湿地の手入れ・キショウブなどの外来種除去 

３）ゴミ拾い 

 

２．環境調査 （東邦大学・千葉県中央博・茨城県自然博 協力） 

１）植物調査 

２）昆虫調査 

３）水辺の生きもの調査 

４）水質調査 

５）モニタリング 

６）大学(東邦大学・東京大学・千葉大学) の地域の環境に資する研究への 

協力 

①植物 ②昆虫 ③哺乳類 ④湿地と台地の生きものと水環境 

 

二、公募事業 

１．セイタカアワダチソウの除去 

２．自然観察会（市の事業とのコラボレーション） 

貴団体の特性、協働

で実施するメリット 

当会は2008年から武西地区が千葉県企業庁から印西市に無償譲渡される

まで、企業庁に立ち入り申請を行い、環境の劣化を防ぎ、自然環境を維持する

保全活動と、高い頻度で環境調査やモニタリングを行ってきました。市有地と

なった現在も、保全作業と調査をシステムとしてつなげ、里山の自然環境を維

持・再生していく活動を続けています。 

また、安全面についても定期的に刈払機や草刈機などの安全講習を行い、

技術と安全性の向上にも努めています。 

約 10 年間にわたって積み上げてきた保全の方法と、調査により得られた自

然環境のデータの蓄積は、今後市が管理保全していく上で参考になると考え

ています。 

継続実施により 

得られる効果 

（自由提案型は今後の

展望も記入） 

１．環境の劣化を防ぎ、生物多様性を維持し、育むことができる 

２．里山の景観を良好に保つことができる 

 

今後の展望 

グリーンインフラとしての谷津と草原の機能と生物多様性を維持しつつ、自然

のめぐみを享受する市民のために、人と自然の共生をどのように可能にする

か、市民と行政が意見をかわし学習し実践しながら、都市近郊の緑のありか

たの一つの形を作り上げていきたい。 



提案書 様式②） 

協働事業計画書 

事  業  名 武西の里山 保全と調査事業 

事 業 の目 的 生物多様性のある自然環境を維持・再生する 

市の施策上の位置

付け及び協働部署 

（施策名）かけがえのない自然環境の保全と活用 

（部署名）環境保全課 

事 業 期 間 令和 2年 4 月 1 日  ～  令和 3 年 3 月 31 日 

事 業 の内 容 

詳細に役割分担別に記入 

（役割分担を、できれば事

前に市の担当に相談して

記すか、希望を記す） 

提 案 者 市 

一、保全事業 

１.保全作業 

１）草地の草刈り 

２）湿地・水辺の手入れ 

３）ゴミ拾い 

 

２．環境調査  

１）植物調査 

２）昆虫調査 

３）水辺の生きもの調査 

４）水質調査 

５）モニタリング 

  

二、公募事業 

１．セイタカアワダチソウの除去 

２．自然観察会 

 

三、以上の事業の宣伝と報告 

 

１．草刈機の貸し出し 

  草刈機を貸し出し、運搬する。 

２．貸し出し草刈機の燃料を負担す

る。 

３．ゴミの収集 

（クリーン印西推進運動 他） 

４．地元や関係各所との調整 

５．広報いんざいによる広報 

６．自然観察会企画コラボレーション 

 

事業に要する 

経    費 
※詳細については、様式③による 

1,243,000 円 

785,000（無償円） 
458,000 円 

事業の運営体制 

（事業関係者、協力者、有

資格者など） 

環境調査・保全協力：国立環境研究所気候変動適応センター 西廣淳氏 

              東邦大学理学部植物生態学研究室 下野綾子氏 

植物同定：茨城県自然博物館 小幡和男氏 

昆虫同定：日本蜻蛉学会会員 柄澤保彦氏 

 

 

 



協働のメリット 

（各立場にとっての効果を

簡潔に） 

提案者 市 民 市 

①市と協働することで団

体の事業をより公のも

のとすることができる 

②市と協働することによ

ってフィールドの将来に

ついて、より深く協力す

ることができる 

③会の特性を生かすこ

とができる 

 

①不法立ち入りや不法

なゴミ投棄に対する近

隣住民の、心配や不安

を取り除くことができる 

②生物多様な自然環境

を享受することができる 

③環境教育や大学等研

究機関の研究に役立て

ることができる 

 

①自然環境の維持と再

生を行うことができる 

②行政・市民・研究機関

との協力による、市の生

物多様性保全のモデル

ケースを作り上げること

ができる 

 

 

 

対話方法 

市との協議や打ち合わせ方法 
市役所にて直接の打ち合わせ・メール・電話 

事業の周知や評価

の方法 

（具体的な目標値など） 

事業の周知：市の広報・チラシ・市の催しなどでの展示・市民活動支援センタ

ーを通じた発信・ミニコミ紙・ホームページ 

 

評価：作業前後の写真、事業の記録、環境調査・モニタリングによる結果 

収集したゴミの量 

 

備    考 

関係団体等 

その他（添付書類等）  



（提案書 様式③） 

企画提案型協働事業経費内訳書 

 

総事業費（無償分を含む） 金 1,243,000 円 
市から団体への委託費   （金   458,000 円） 

 

【歳入】 

項   目 積算根拠（内容・数量・単価など） 見積り金額(円) 

市に負担を求める額 作業費、機材購入費、報償費、保険料、消耗品費、印刷

費 

458,000 

その他収入  0 

提案者負担分  0 

無償労働力等換算金額 無償労働力、無償機材 （785,000） 

合 計（無償分を含めな

い） 

 458,000 

無償分を含めた合計額  （1,243,000） 

【歳出】 

項   目 積算根拠（内容・数量・単価など） 見積り金額(円) 

作業費 保全作業・緑作の原っぱの草刈り 

5,750 ㎡×60 円/１㎡＝345,000 円 

＊軽トラレンタル料金、燃料代、飲み物代などを含む 

345,000 

機材購入費 ロープスティック 950 円×20 本＝19,000 円 

湿地用くわ 5,000 円×２個＝10,000 円 

29,000 

報償費 安全講習会講師謝礼 25,000 円 

昆虫調査講師謝礼 5,000 円×2人＝10,000 円 

35,000 

保険料 ボランティア保険料 25,900 円 25,900 

消耗品費 ガラ袋 60円×50 枚＝3,000 円 

湿地作業用軍手 50 円×30 双＝1,500 円 

川の水調査セット TZ-RW、パックテスト ZAK-COD など

9,100 円 

調査用紙 500 円 

14,100 

印刷費 報告書の印刷用インク 9,000 円 9,000 

提案者が負担する 

無償労働力 

保全・水辺の整備 5人×3 時間×3 日＋30 人×3時間

×1日＝135 時間 

保全・ゴミ拾い 10 人×3時間×4日＝120 時間 

メンテナンス 5人×2時間×2日＝20 時間 

安全講習会 10 人×3時間×１日＝30 時間 

（659,000） 



植物調査 4人×3時間×8日＝96時間 

昆虫調査 3人×5時間×8日＝120 時間 

水辺の生きもの調査 5人×3時間×2日＝30 時間 

水質調査 3人×3時間×2日＝18時間 

モニタリング調査 3人×3時間×10 日＝90 時間 

合計 659 時間×1,000 円＝659,000 円 

提案者が負担する 

無償機材等 

小型草刈機２台、刈払機４台、チェーンソー１台など

8,000 円×8日＝64,000 円 

気象モニター測定器 1,000 円×31日＝31,000 円 

報告書作成用カメラ 1,000 円×31日＝31,000 円                      

（126,000） 

合 計（無償分を含めな

い） 

 458,000 

無償分を含めた合計額  （1,243,000） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（提案書 様式④） 

年間事業スケジュール 

＊状況によって時期や内容は変更することがある 

保全・草刈り（うち 6日、市の乗用草刈機バロネス借用） 

     8 日（2019 年度比±0）               

保全・水辺の整備（うち１日、公募セイタカアワダチソウ除去） 

    4 日（2019 年度比 1減） 

保全・ゴミ拾い         4 日（2019 年度比±0） 

植物調査      8 日（2019 年度比 2減） 

昆虫調査                       8 日（2019 年度比±0） 

水辺の生きもの調査                2 日（2019 年度比±0） 

水質調査                     2 日（2019 年度比±0） 

モニタリング調査・ニホンアカガエル卵塊      2 日（2019 年度比±0） 

モニタリング調査・ミナミメダカ           1 日（2019 年度比±0） 

モニタリング調査・ヘイケボタル           2 日（2019 年度比±0） 

モニタリング調査・一般鳥類            1 日 (2019 年度比±0） 

モニタリング調査・猛禽類             4 日（2019 年度比±0） 

安全講習会                    1 日（2019 年度比±0） 

メンテナンス                   2 日（2019 年度比±0） 

報告書作成                    0 日（2019 年度比 2減） 

 

実施予定日 活 動 内 容 参加人数 

2020 年 4月 

 

 

 

 

 

 

2020 年 5月 

 

 

 

 

 

 

2020 年 6月 

 

保全・草刈り①(乗用使用①) 

保全・水辺の整備①  

植物調査① 

昆虫調査① 

水辺の生きもの調査① 

モニタリング調査・猛禽類① 

 

保全・草刈り②(乗用使用②) 

保全・ゴミ拾い① 

植物調査② 

昆虫調査② 

モニタリング調査・猛禽類② 

安全講習会 

 

保全・草刈り③(乗用使用③) 

保全・水辺の整備②（公募セイタカアワダチソウ除去） 

11 名 

５名 

４名 

３名 

５名 

３名 

 

11 名 

10 名 

４名 

３名 

３名 

10 名 

 

11 名 

30 名 



 

 

 

 

2020 年 7月 

 

 

 

 

 

 

2020 年 8月 

 

 

2020 年 9月 

 

 

 

 

2020 年 10 月 

 

 

 

2020 年 11 月 

 

 

 

 

 

 

 

2020 年 12 月 

 

 

2021 年 1月 

 

2021 年 2月 

 

植物調査③ 

昆虫調査③(講師依頼①） 

モニタリング調査・猛禽類③ 

 

保全・草刈り④ 

植物調査④ 

昆虫調査④ 

モニタリング調査・猛禽類④ 

モニタリング調査・ヘイケボタル① 

モニタリング調査・ヘイケボタル② 

 

保全・ゴミ拾い② 

昆虫調査⑤ 

 

保全・草刈り⑤(乗用使用④) 

保全・水辺の整備③ 

植物調査⑤ 

昆虫調査⑥(講師依頼②） 

 

植物調査⑥ 

昆虫調査⑦ 

メンテナンス① 

 

保全・水辺の整備④ 

植物調査⑦ 

昆虫調査⑧  

水質調査① 

水質調査② 

水辺の生きもの調査② 

モニタリング調査・ミナミメダカ 

 

保全・草刈り⑥(乗用使用⑤) 

保全・ゴミ拾い③ 

 

モニタリング調査・一般鳥類 

 

保全・草刈り⑦(乗用使用⑥) 

保全・ゴミ拾い④ 

４名 

３名 

３名 

 

11 名 

４名 

３名 

３名 

３名 

３名 

 

10 名 

３名 

 

11 名 

５名 

４名 

３名 

 

４名 

３名 

５名 

 

５名 

４名 

３名 

３名 

３名 

５名 

３名 

 

11 名 

10 名 

 

３名 

 

11 名 

10 名 



 

 

2021 年 3月 

 

 

 

モニタリング調査・ニホンアカガエル卵塊① 

 

保全・草刈り⑧ 

植物調査⑧ 

モニタリング調査・ニホンアカガエル卵塊② 

メンテナンス② 

３名 

 

11 名 

４名 

３名 

５名 
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